
第５３７号 ２０１５年（平成２７年）６月１５日ニ　ュ　ー　ス　専　修（昭和44年10月14日第３種郵便物認可） （2）

42
％
の
増
）。

　
※
⑥
の
主
な
内
容
に
つ
い
て

は
、
後
記
の
〔
主
な
施
設
等
整

備
事
項
〕
に
記
載
。

　
⑦
設
備
関
係
支
出
は
、
予
算

比
１
・
98
％
増
の
13
億
７
９
５

８
万
円
（
前
年
度
比
で
は
82
・

14
％
の
増
）。

　
こ
の
う
ち
、
教
育
研
究
用
機

器
備
品
支
出
は
、
予
算
比
０
・

59
％
減
の
10
億
９
７
１
０
万
円

で
、
差
異
は
、
神
田
８
号
館
視

聴
覚
設
備
品
、
石
巻
専
修
大
学

受
託
研
究
費
、
奨
学
寄
付
金
、

学
生
寮
新
築
に
伴
う
機
器
備
品

購
入
等
の
減

　
⑧
資
産
運
用
支
出
は
、
予
算

比
32
・
63
％
減
の
４
億
１
３
０

４
万
円
（
前
年
度
比
で
は
９
・

26
％
の
増
）。

　
退
職
給
与
引
当
資
産
へ
の
繰

入
支
出
が
５
０
０
０
万
円
、
法

人
基
金
準
備
資
産
へ
の
繰
入
支

出
が
１
億
６
３
０
０
万
円
、
第

３
号
基
本
金
引
当
資
産
支
出
が

４
万
円
、
施
設
設
備
準
備
資
産

へ
の
繰
入
支
出
が
２
億
円
と
な

っ
て
い
る
。

　
⑨
そ
の
他
の
支
出
は
、
前
期

末
未
払
金
支
払
支
出
、
前
払
金

支
払
支
出
等
で
15
億
４
８
０
８

万
円
。
予
備
費
の
使
用
額
は
な

い
。ま
た
、資
金
支
出
調
整
勘
定

（
支
出
の
振
替
控
除
科
目
）は
、

期
末
未
払
金
及
び
前
期
末
前
払

金
で
15
億
９
７
５
０
万
円
。

【
主
な
施
設
等
整
備
事
項
】

〈
専
修
大
学
〉

①
神
田
１
号
館
階
段
照
明
設
備

更
新
工
事
②
神
田
２
号
館
教
室

視
聴
覚
設
備
設
置
工
事
③
神
田

５
号
館
階
段
手
摺
設
置
工
事
④

神
田
６
号
館
国
際
会
議
室
視
聴

覚
機
器
更
新
工
事
及
び
機
械
式

駐
車
設
備
改
修
工
事
⑤
神
田
８

号
館
視
聴
覚
設
備
更
新
工
事
⑥

生
田
４
号
館
視
聴
覚
設
備
更
新

工
事
及
び
非
常
放
送
設
備
設
置

工
事
⑦
生
田
９
号
館
図
書
館
積

層
書
庫
空
調
設
備
交
換
工
事
及

　
収
入
の
部
で
は
、
当
年
度
収

入
合
計
が
予
算
比
０
・
33
％
増

の
２
７
５
億
８
３
８
５
万
円

（
前
年
度
比
で
は
11
・
96
％
の

増
）
と
な
り
、
前
年
度
繰
越
支

払
資
金
を
加
え
た
収
入
の
部
合

計
で
は
、
予
算
比
０
・
26
％
増

の
３
４
３
億
６
５
２
３
万
円
と

な
っ
て
い
る
（
前
年
度
比
で
は

３
・
34
％
の
増
）。

　
支
出
の
部
で
は
、
当
年
度
支

出
合
計
が
予
算
比
０
・
69
％
減

の
２
７
６
億
８
２
５
５
万
円

（
前
年
度
比
で
は
４
・
56
％
の

増
）
で
、
次
年
度
繰
越
支
払
資

金
は
、
翌
年
度
の
収
入
と
な
る

前
受
金
収
入
を
含
み
66
億
８
２

６
７
万
円
と
な
っ
て
い
る
（
前

年
度
比
で
は
１
・
46
％
の
減
）。

（
１
）
収
入
の
部

　
①
学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入

は
、
予
算
比
０
・
04
％
増
の
１

９
７
億
８
０
８
万
円
（
前
年
度

比
で
は
０
・
47
％
の
増
）
。
最

終
在
籍
者
数
が
専
修
大
学
で
１

万
８
９
４
４
人
、
石
巻
専
修
大

学
で
１
１
３
０
人
と
な
り
、
全

体
で
は
２
万
74
人
。
最
終
在
籍

者
数
は
、
前
年
度
と
比
べ
、
全

体
で
３
７
４
人
の
減
と
な
っ
て

い
る
。

　
②
手
数
料
収
入
は
、
予
算
比

０
・
27
％
増
の
９
億
７
３
３
６

万
円
（
前
年
度
比
で
は
５
・
58

％
の
減
）。
こ
の
う
ち
、
入
学

検
定
料
収
入
は
、
予
算
比
０
・

35
％
増
の
９
億
３
９
７
１
万
円

（
前
年
度
比
で
は
５
・
56
％
の

減
）
。
入
学
志
願
者
数
が
予
算

と
比
べ
専
修
大
学
で
３
９
５

人
、
石
巻
専
修
大
学
で
３
２
５

人
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
③
寄
付
金
収
入
は
、
予
算
比

21
・
40
％
減
の
８
７
１
６
万
円

（
前
年
度
比
で
は
14
・
36
％
の

減
）
。
こ
の
う
ち
、
特
別
寄
付

金
収
入
は
、
予
算
比
19
・
88
％

減
の
８
０
１
２
万
円
。
一
般
寄

付
金
収
入
（
平
成
26
年
度
新
入

生
の
父
母
等
に
よ
る
教
育
研
究

振
興
協
力
資
金
）
は
、
予
算
比

35
・
37
％
減
の
７
０
４
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　
④
補
助
金
収
入
は
、
予
算
比

０
・
14
％
増
の
14
億
５
２
１
９

万
円
（
前
年
度
比
で
は
12
・
51

％
の
減
）。
こ
の
う
ち
、
国
庫

補
助
金
収
入
は
、
予
算
比
０
・

13
％
増
の
14
億
３
８
６
２
万
円

（
前
年
度
比
で
は
12
・
62
％
の

減
）。
内
訳
は
、
経
常
費
補
助

金
が
13
億
７
１
８
７
万
円
（
前

年
度
比
で
は
５
・
82
％
の
減
）、

研
究
設
備
補
助
金
が
８
９
２
万

円
、
教
育
研
究
装
置
補
助
金
が

１
５
１
２
万
円
、
施
設
高
度
化

利
子
助
成
金
が
20
万
円
、
大
学

改
革
推
進
等
補
助
金
が
４
２
４

９
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
⑤
資
産
運
用
収
入
は
、
予
算

比
21
・
74
％
増
の
３
億
２
５
５

６
万
円
（
前
年
度
比
で
は
17
・

44
％
の
減
）。
こ
の
う
ち
、
受

取
利
息
・
配
当
金
収
入
は
、
予

算
比
27
・
36
％
増
の
２
億
６
３

９
８
万
円
（
前
年
度
比
で
は
22

・
03
％
の
減
）。

　
⑥
資
産
売
却
収
入
は
、
固
定

資
産
売
却
収
入
で
、
神
奈
川
県

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
計

画
に
基
づ
く
伊
勢
原
校
地
の
有

償
提
供
に
よ
る
。

　
⑦
事
業
収
入
は
、
予
算
比
２

・
85
％
減
の
４
億
９
１
１
０
万

円
（
前
年
度
比
で
は
２
・
59
％

の
減
）。
差
異
は
、
各
種
課
外

講
座
受
講
者
の
減
、
伊
勢
原
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
他
利
用
者
の

減
、
石
巻
専
修
大
学
に
お
け
る

受
託
研
究
費
使
用
額
の
減
等
に

よ
る
。

　
⑧
雑
収
入
は
、
予
算
比
５
・

03
％
増
の
５
億
１
３
３
３
万
円

（
前
年
度
比
で
は
41
・
25
％
の

減
）。差
異
は
、
専
修
大
学
と
石

巻
専
修
大
学
に
お
け
る
教
職
員

の
依
願
退
職
者
の
増
に
よ
る
退

職
金
財
団
交
付
金
収
入
の
増
、

科
学
研
究
費
補
助
金
の
間
接
経

費
の
増
、
生
田
校
舎
落
雷
被
害

に
よ
る
保
険
金
受
入
の
増
等
。

　
⑨
借
入
金
等
収
入
は
、
予
算

ど
お
り
で
21
億
円
。
神
田
５
号

館
、
生
田
第
２
体
育
館
・
第
１

体
育
寮
の
建
築
資
金
と
し
て
、

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事

業
団
か
ら
の
「
耐
震
改
築
事
業

に
対
す
る
長
期
低
利
融
資
」
に

よ
る
長
期
借
入
金
。

　
⑩
前
受
金
収
入
は
、
平
成
27

年
度
入
学
者
の
入
学
手
続
時
に

お
け
る
納
入
学
費
（
翌
年
度
の

消
費
収
支
計
算
書

２

資
金
収
支
計
算
書

１

平成26年度決算概要

学校法人専修大学

学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入
と
な

る
。）
で
、
42
億
８
０
１
０
万

円
。
そ
の
他
の
収
入
は
、
施
設

設
備
準
備
資
産
か
ら
の
繰
入
収

入
、
前
期
末
未
収
入
金
収
入
、

貸
付
金
回
収
収
入
で
23
億
６
４

４
２
万
円
。
資
金
収
入
調
整
勘

定
（
収
入
の
振
替
控
除
科
目
）

は
、
期
末
未
収
入
金
及
び
前
期

末
前
受
金
で
47
億
１
４
９
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
支
出
の
部

　
①
人
件
費
支
出
は
、
予
算
比

０
・
16
％
減
の
１
４
２
億
２
３

７
６
万
円
（
前
年
度
比
で
は
３

・
41
％
の
減
）。臨
時
雇
員
等
の

採
用
減
、
退
職
者
増
に
よ
る
本

給
、
諸
手
当
等
の
減
お
よ
び
退

職
金
の
増
等
を
含
ん
で
い
る
。

　
②
教
育
研
究
経
費
支
出
は
、

予
算
比
０
・
46
％
増
の
56
億
９

１
８
７
万
円
（
前
年
度
比
で
は

４
・
89
％
の
増
）。
予
算
比
増

減
の
主
な
も
の
の
決
算
額
、
要

因
等
は
以
下
の
と
お
り
。

・
準
備
品
費
支
出:

１
億
４
５

８
８
万
円
（
６
８
１
１
万
円
の

増
） 

神
田
８
号
館
教
室
視
聴
覚

設
備
品
、
研
究
助
成
費
設
備

品
、
生
田
第
２
体
育
館
・
第
１

体
育
寮
新
築
に
伴
う
設
備
品
、

石
巻
専
修
大
学
受
託
研
究
費
、

教
員
個
人
研
究
費
、
学
生
実
験

用
設
備
品
、
学
生
寮
新
築
に
伴

う
設
備
品
購
入
等
の
増

・
消
耗
品
費
支
出:

５
億
１
７

１
８
万
円
（
３
４
２
０
万
円
の

増
）
神
田
５
号
館
看
板
、
教
員

個
人
研
究
費
、
研
究
用
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
、
学
内
印
刷
機
用
消
耗

品
、
生
田
第
2
体
育
館
・
第
1

体
育
寮
新
築
に
伴
う
設
備
品
、

石
巻
専
修
大
学
受
託
研
究
費
、

教
員
個
人
研
究
費
、
学
生
実
験

用
設
備
品
、教
育
・
研
究
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
更
新
に
伴

う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
学
生
寮
新

築
に
伴
う
設
備
品
購
入
等
の
増

・
印
刷
製
本
費
支
出:

２
億
２

１
０
５
万
円
（
１
２
１
１
万
円

の
減
）
論
集
発
行
費
、
全
学
講

義
要
項
、
課
外
講
座
テ
キ
ス

ト
、
石
巻
専
修
大
学
奨
学
寄
付

金
、
教
員
個
人
研
究
費
印
刷
費

等
の
減

・
奨
学
費
支
出:

４
億
４
０
７

５
万
円
（
１
４
９
９
万
円
の

減
）
家
計
急
変
奨
学
金
、
育
友

会
奨
学
金
等
申
請
者
数
の
減

・
補
助
費
支
出:

２
億
４
７
７

１
万
円
（
１
１
２
８
万
円
の

減
）
経
営
学
部
創
立
50
周
年
学

生
活
動
補
助
費
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

論
集
制
作
費
、
大
学
院
生
図
書

購
入
費
・
コ
ピ
ー
援
助
費
、
教

員
個
人
研
究
費
等
の
減

・
修
繕
費
支
出:

２
億
７
７
６

８
万
円
（
６
４
０
６
万
円
の

増
）
神
田
校
舎
教
室
他
漏
水
対

策
工
事
、
神
田
８
号
館
自
習
室

空
調
設
備
修
理
、
生
田
９
号
館

教
室
用
空
調
設
備
修
理
、
生
田

図
書
館
照
明
器
具
修
理
、
旧
国

際
研
修
館
用
途
変
更
に
伴
う
耐

震
改
修
追
加
工
事
、
研
究
室
空

調
設
備
・
照
明
器
具
修
理
、
総

合
体
育
館
埋
没
給
水
管
漏
水
対

策
等
工
事
、
第
1
体
育
寮
別
館

改
修
工
事
、
生
理
実
験
室
環
境

制
御
装
置
修
理
、
体
力
測
定
室

低
酸
素
制
御
装
置
修
理
、
石
巻

専
修
大
学
２
号
館
実
験
室
及
び

５
号
館
空
調
設
備
修
理
、
体
育

館
雨
漏
り
対
策
工
事
等
の
増

・
委
託
費
支
出:

16
億
３
７
２

６
万
円
（
４
５
０
４
万
円
の

減
）
公
務
員
試
験
講
座
等
各
種

課
外
講
座
委
託
費
、
学
生
生
活

実
態
調
査
集
計
委
託
費
、
図
書

整
理
及
び
蔵
書
点
検
委
託
費
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
及
び
ス
カ
ラ
シ
ッ

プ
・
全
国
入
試
実
施
費
用
、
教

育
事
務
所
管
人
材
派
遣
業
務
委

託
費
、
石
巻
専
修
大
学
学
生
自

宅
通
学
サ
ポ
ー
ト
バ
ス
運
行
委

託
費
等
の
減

・
謝
礼
費
支
出:

１
億
４
５
２

万
円
（
２
８
１
５
万
円
の
減
）

各
種
講
座
講
師
謝
礼
費
、
授
業

科
目
外
部
講
師
謝
礼
費
、
教
育

実
習
謝
礼
費
等
の
減

　
③
管
理
経
費
支
出
は
、
予
算

比
３
・
53
％
増
の
16
億
５
７
０

２
万
円
（
前
年
度
比
で
は
１
・

09
％
の
増
）。

　
予
算
比
増
減
の
主
な
も
の
の

決
算
額
、
要
因
等
は
以
下
の
と

お
り
。

・
準
備
品
費
支
出:

２
３
２
９

万
円
（
１
６
９
３
万
円
の
増
）

生
田
第
２
体
育
館
・
第
１
体
育

寮
新
築
に
伴
う
管
理
用
設
備

品
、
旧
国
際
研
修
館
用
途
変
更

に
伴
う
管
理
用
設
備
品
、
石
巻

専
修
大
学
学
生
寮
新
築
に
伴
う

管
理
用
設
備
品
購
入
等
の
増

・
委
託
費
支
出:

４
億
４
４
７

５
万
円（
１
８
３
４
万
円
の
増
）

神
田
６
号
館
空
調
設
備
改
修
工

事
設
計
費
用
、
管
理
事
務
所
管

人
材
派
遣
業
務
委
託
費
、
石
巻

専
修
大
学
学
生
募
集
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
費
用
等
の
増

　
④
借
入
金
等
利
息
支
出
は
、

予
算
ど
お
り
で
６
７
１
万
円
。

　
⑤
借
入
金
等
返
済
支
出
は
、

予
算
ど
お
り
の
返
済
で
７
億
４

３
３
２
万
円
。

　
⑥
施
設
関
係
支
出
は
、
予
算

比
０
・
33
％
減
の
36
億
１
６
６

７
万
円
（
前
年
度
比
で
は
19
・

　
消
費
収
入
の
部
で
は
、
帰
属

収
入
合
計
（
学
校
法
人
の
負
債

と
な
ら
な
い
収
入
）
が
予
算
比

０
・
26
％
増
の
２
３
７
億
５
５

７
万
円
と
な
っ
た
〔
前
年
度
比

で
は
３
・
50
％
（
８
億
５
９
２

１
万
円
）の
減
〕。
基
本
金
組
入

額
合
計
が
、
予
算
比
77
・
21
％

減
の
11
億
４
４
１
７
万
円
（
前

年
度
比
で
は
54
・
35
％
の
減
）

と
な
り
、
消
費
収
入
の
部
合
計

は
、
予
算
比
21
・
15
％
増
の
２

２
５
億
６
１
３
９
万
円
〔
前
年

度
比
で
は
２
・
28
％
（
５
億
２

７
６
万
円
）の
増
〕と
な
っ
た
。

　
基
本
金
組
入
額
合
計
の
内
訳

　 

第
１
号
基
本
金
　
11
億
４

４
１
３
万
円
の
組
入
（
当
年
度

取
得
資
産
及
び
借
入
金
返
済
等

の
組
入
額
）

　 

第
２
号
基
本
金
　
当
年
度

組
入
額
な
し
（
将
来
取
得
す
る

固
定
資
産
の
取
得
に
充
て
る
預

金
等
の
資
産
の
組
入
額
）

　 

第
３
号
基
本
金
　
４
万
円

の
組
入
（
校
友
会
研
究
奨
励
基

金
等
の
組
入
額
）

　 

第
４
号
基
本
金 

 

当
年
度

組
入
額
な
し
（
恒
常
的
に
保
持

す
べ
き
資
金
と
し
て
定
め
ら
れ

た
額
の
組
入
額
）

　
消
費
支
出
の
部
で
は
、
消
費

支
出
の
部
合
計
が
予
算
比
０
・

67
％
増
の
２
４
４
億
９
８
５
０

万
円
〔
前
年
度
比
で
は
０
・
32

％
（
７
８
５
６
万
円
）
の
増
〕。

　
当
年
度
消
費
収
支
差
額
は
、

19
億
３
７
１
０
万
円
の
消
費
支

出
超
過
額
（
前
年
度
は
23
億
６

１
３
０
万
円
の
消
費
支
出
超
過

額
）
と
な
っ
た
。
前
年
度
繰
越

消
費
支
出
超
過
額
を
加
え
た
翌

年
度
繰
越
消
費
支
出
超
過
額

は
、
３
４
８
億
９
３
０
４
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
※
前
記
の
資
金
収
支
計
算
書

と
共
通
の
科
目
が
あ
る
の
で
、

消
費
収
支
計
算
書
特
有
の
も
の

に
つ
い
て
説
明
。

（
１
）
消
費
収
入
の
部

　
①
寄
付
金
は
、
予
算
比
７
・

97
％
減
の
２
億
４
０
２
０
万
円

（
前
年
度
比
で
は
８
・
06
％
の

減
）。

　
こ
の
中
に
は
、
現
物
寄
付
金

等
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
内
訳

　
　
受
贈
お
よ
び
編
入
図
書

 

１
億
３
３
４
２
万
円

　
　
そ
の
他
の
受
贈
資
産

 

１
９
６
１
万
円

　
②
資
産
売
却
差
額
は
、
予
算

外
で
１
７
０
万
円
。
神
奈
川
県

交
通
安
全
施
設
等
整
備
計
画
に

基
づ
く
伊
勢
原
校
地
の
有
償
提

供
に
よ
る
固
定
資
産
売
却
差

額
。

（
２
）
消
費
支
出
の
部

　
①
人
件
費
は
、
予
算
比
０
・

15
％
減
の
１
４
３
億
８
２
４
４

万
円
（
前
年
度
比
で
は
１
・
73

％
の
減
）
で
、
退
職
給
与
引
当

金
繰
入
額
７
億
９
４
６
６
万
円

を
含
ん
で
い
る
。

び
Ａ
Ｖ
プ
ラ
ザ
電
気
設
備
工
事

⑧
生
田
９
号
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

配
線
工
事
⑨
生
田
10
号
館
屋
外

投
光
器
設
置
工
事
⑩
新
生
田
２

・
３
号
館
（
仮
称
）
新
築
工
事

⑪
生
田
国
際
交
流
会
館
新
築
工

事
⑫
生
田
会
館
ト
イ
レ
等
改
修

工
事
⑬
生
田
食
堂
棟
厨
房
ガ
ス

緊
急
遮
断
弁
設
置
工
事
⑭
生
田

第
２
体
育
館
・
第
１
体
育
寮
新

築
工
事
⑮
生
田
第
１
体
育
寮
別

館
改
修
工
事
⑯
旧
国
際
研
修
館

用
途
変
更
に
伴
う
耐
震
改
修
工

事
⑰
伊
勢
原
野
球
場
及
び
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
人
工
芝
敷
設
工

事
⑱
御
宿
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
食

堂
空
調
設
備
更
新
工
事
⑲
富
士

山
中
湖
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
受
水

槽
取
替
工
事

〈
石
巻
専
修
大
学
〉

①
学
生
寮
（
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ

ハ
ウ
ス
）
新
築
工
事

　
学
校
法
人
専
修
大
学
の

平
成
26
年
度
事
業
報
告
・
決

算
は
、
５
月
27
日
開
催
の
理

事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
さ

れ
、
確
定
し
た
。

　
本
法
人
は
、
21
世
紀
ビ
ジ

ョ
ン
「
社
会
知
性
の
開
発
」

を
達
成
す
る
た
め
、「
学
生

を
基
本
に
据
え
た
大
学
づ
く

り
」
を
大
学
運
営
の
基
本
理

念
に
掲
げ
、
社
会
の
屋
台
骨

を
支
え
る
有
為
な
人
材
の
育

成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
骨

太
の
大
学
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
26
年
度
は
、
教
育

・
研
究
力
の
強
化
、
競
争
力

の
あ
る
大
学
の
創
造
、
学
生

支
援
の
充
実
、
ブ
ラ
ン
ド
力

の
強
化
、社
会
・
地
域
貢
献
活

動
の
充
実
等
に
注
力
し
た
。

　
専
修
大
学
は
、
魅
力
あ
る

教
育
研
究
環
境
を
再
構
築
す

べ
く
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
を

推
進
し
た
。
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

を
育
成
す
る
専
修
大
学
国
際

交
流
会
館
が
26
年
４
月
に
竣

工
し
、
６
月
よ
り
運
用
を
開

始
し
た
。
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ

施
設
と
な
る
生
田
第
１
体
育

寮
・
生
田
第
２
体
育
館
は
、

27
年
２
月
に
竣
工
し
た
。
生

田
２
・
３
号
館
跡
地
を
活
用

す
る
再
開
発
計
画
に
つ
い
て

は
、
大
学
院
・
教
員
研
究
室

を
中
心
と
し
た
高
層
棟
校
舎

と
学
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ
ン
グ
空
間
を
中
心
と
す

る
低
層
棟
校
舎
を
建
設
す
る

計
画
の
設
計
を
進
め
、
27
年

６
月
か
ら
工
事
に
着
手
す
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
こ

の
校
舎
の
完
成
に
よ
り
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
景
観
が
新

た
な
も
の
に
な
る
。

　
学
士
課
程
に
つ
い
て
は
、

教
育
の
質
的
向
上
を
図
る
た

め
、
26
年
度
入
学
者
に
、
新

た
な
学
士
課
程
教
育
（
新
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
）を
導
入
し
た
。

　
研
究
力
の
強
化
に
あ
た
っ

て
は
、
文
部
科
学
省
「
私
立

大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成

支
援
事
業
」
に
選
定
さ
れ
た

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
６

つ
の
研
究
拠
点
を
展
開
さ
せ

た
。
ま
た
、
新
た
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
採
択
や
外
部
研
究

費
の
獲
得
増
加
に
向
け
た
支

援
体
制
を
強
化
し
、
26
年
度

の
科
学
研
究
費
助
成
事
業
採

択
件
数
は
、
新
規
と
継
続
を

合
わ
せ
て
前
年
度
比
21
・
１

％
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
大
学
評
価
（
認
証
評
価
）

に
つ
い
て
は
、
公
益
財
団
法

人
大
学
基
準
協
会
の
審
査
を

受
審
し
、「
適
合
」の
認
定
を

受
け
た
。

　
石
巻
専
修
大
学
は
、
経
営

学
部
に
お
い
て
、
震
災
後
の

東
北
地
方
の
人
材
ニ
ー
ズ
に

こ
た
え
る
べ
く
、「
問
題
解

決
型
」
人
材
の
育
成
を
め
ざ

す
新
５
コ
ー
ス
制
（
10
履
修

モ
デ
ル
）
を
開
始
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
25
年
度
に
設
置

し
た
人
間
学
部
、
学
科
改
組

し
た
理
工
学
部
と
合
わ
せ
３

学
部
が
す
べ
て
新
教
育
体
制

と
な
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
整

備
に
つ
い
て
は
、
学
内
に
建

設
を
進
め
て
き
た
「
石
巻
専

修
大
学
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ハ

ウ
ス
」
が
、
27
年
３
月
に
竣

工
し
、
入
寮
を
開
始
し
た
。

　
大
学
の
特
色
の
ひ
と
つ
で

あ
る
地
域
貢
献
に
つ
い
て

は
、「
復
興
大
学
」
等
の
事

業
や
石
巻
圏
域
の
教
育
・
学

術
の
振
興
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
26
年
度
学
事
暦
よ
り

８
月
１
日
を
地
域
貢
献
日
に

設
定
し
、
石
巻
地
方
最
大
の

夏
の
催
し
『
川
開
き
祭
り
』

を
全
学
的
な
大
学
行
事
と
位

置
づ
け
た
。
26
年
度
は
「
流

燈
関
係
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
大

縄
引
き
」「
孫
兵
衛
競
漕
（
一

般
）」
等
の
行
事
に
学
生
・

教
職
員
が
参
加
し
、
地
域
の

活
性
に
貢
献
し
た
。
今
後
も

地
域
と
の
連
携
・
共
生
を
推

進
し
、
復
興
と
再
生
、
そ
し

て
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
。

(

詳
細
な
事
業
報
告
に
つ
い

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い)

事
業
報
告
概
要


